
このコーナーでは、7月策定の「福井県長期ビジョン」に記載した「２０４０年のふくい」の将来イメージを紹

介しています。第２回は、２０４０年のふくいの「交流」。１５００年の歴史を誇る伝統工芸をはじめ悠久の歴

史に育まれた文化や自然風土など、福井の「千年文化」が継承され、多くの人が往来する一大交流地に

なっています。

2040年のふくい②
古き良きを新しいよろこびに  ともに楽しむ千年文化

福井の「千年文化」に惹かれ、多くの人が往来

①伝統工芸や地域の祭りなどの価値が向上
　１５００年の歴史を有する伝統工芸や職人の技、地元の

人々が大切に守ってきた祭り等が、日本を代表する文化とし

て国際的に評価され、多くの観光客でにぎわっています。

②恐竜や年縞の研究成果が充実
　世界ナンバーワンの恐竜や年縞の研究拠点に研究者

や成果を学ぶ子どもたちが大勢訪れ、福井ファンが全国に

拡大しています。

③国内屈指の景観や食を満喫
　三方五湖や東尋坊などの景観を楽しみながら、福井の

プレミアム食材を用いた料理を味わえる高品質な宿泊施

設にインバウンド客が大勢訪れ、長期滞在しています。

④アートや音楽イベントに県民や観光客が参加
　「福井がおもしろい」を合言葉に集まった若者が企画し

たアートや音楽イベントに多くの県民や観光客が参加し、

一体となって盛り上がり交流を深めています。

　8月、国内の陸上トップアスリートを招いた競技会

「アスリート・ナイト・ゲームズ・イン・フクイ」が、昨

年に引き続き県営陸上競技場で行われました。

　男子100メートルのケンブリッジ飛鳥選手、桐

生祥
よしひで

秀選手をはじめ、福井国体にチームふくい

として出場した男子110メートルハードルの金井

大
たいおう

旺選手らトップアスリートが出場。白熱した展

開に会場は大いに盛り上がりました。

　ICT（情報通信技術）やロボット技術を活用す

ることにより、農作業の省力化や収穫量の増加

につなげる「スマート農業」。県では、導入に向け

た検証を関係機関と連携し進めています。

　8月には、トラクターに外付けの制御装置を取

り付けることにより、ハンドルが自動で動くようにな

るシステムの研修会を実施。運転手が手を離し

たまま、種をまく作業を行いました。

農業新時代！スマート農業を実演トップアスリートが福井で躍動
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